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駒
形
神
社
の
由
来

か
つ
て
こ
の
一
帯
に
は
官
営
の

野
馬
放
牧
場
で
あ
る
小
金
牧
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
古
よ
り
緑

豊
か
な
良
馬
の
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

御
社
伝
に
よ
り
ま
す
と
、
八
幡

太
郎
源
義
家
公
が
奥
州
出
陣
の

折
に
立
ち
寄
ら
れ
、
愛
馬
を
繋

ぎ
憩
わ

れ
た
と

さ
れ
る

椋
の
木

の
後
裔

（
こ
う

え
い
）

が
、
鳥

居
左
手
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森
の
図
書
館
の
近
く
の
神

社
の
一
つ
が
、
駒
形
神
社
で

す
。
古
く
あ
る
神
社
で
す
が
、

そ
の
由
来
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？
設
置
さ
れ
て
い
る
碑
文
に

は
以
下
の
通
り
、
由
来
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

（駒形神社 千葉県流山市東深井３１３）

に
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

誉
田
別
尊
（
ほ
ん
だ
わ
け
の
み

こ
と
）
を
御
祭
神
と
し
て
御
祀

り
上
げ
上
げ
ま
す
。

駒
形
神
社
が
御
創
建
さ
れ
た
の

は
応
永
六
（
西
暦
一
三
九
九
）

年
九
月
二
十
九
日
の
こ
と
と
伝

え
て
お
り
ま
す
。

以
来
六
百
有
余
年
に
亘
り
、
駒

形
神
社
の
大
神
様
は
地
域
の
産

土
神
様
と
し
て
氏
子
崇
敬
者
の

人
々
の
厚
い
敬
神
の
念
を
受
け
、

そ
の
御
神
威
、
御
神
徳
を
今
日

に
伝
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
元
旦

（
駒
形
神
社

碑
文
よ
り
引
用
）

源
義
家
の
奥
州
出
陣
は
一

〇
八
三
年
の
後
三
年
の
役
の

頃
で
す
。
椋
の
木
は
代
替
わ

り
を
し
ま
し
た
が
、
今
で
も

後
裔
の
椋
の
木
が
茂
る
様
子

は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
ね
。

身
近
な
神
社
を
知
る

駒
形
神
社

境内の馬の像

協力：駒形神社

由
来
の
碑
石



― 森の図書館―

流
山
市
に
県
庁
が
？

過
去
に
存
在
し
た
東
葛
県

葛
飾
県
庁
が
で
き
る
ま
で

現
在
の
千
葉
県
が
配
置
さ
れ
る
ま
で
、

流
山
市
に
県
庁
が
あ
っ
た
こ
と
を
み
な
さ

ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
流
山
市
立
中
央
図
書
館
及
び
流

山
市
立
博
物
館
の
敷
地
内
に
あ
る
葛
飾(

か

つ
し
か)

県
庁
跡
地
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま

し
た
。

時
代
は
明
治
初
期
、
新
政
府
に
よ
る
統

一
が
さ
れ
始
め
た
頃
で
す
。

慶
応
四
年(

一
八
六
八
年)

八
月
、
下
総

知
県
事
に
熊
本
藩
士
・

佐
々
布
貞
之
允

(

さ
そ
う
さ
ど
の
じ
ょ
う)

が
任
命
さ
れ
、

下
総
知
県
事
に
熊
本
藩
士
・

鹿
子
木
弥
左

衛
門
（
か
の
こ
ぎ
や
ざ
え
も
ん
）
が
そ
れ

ぞ
れ
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
十
二
月
に
は
、
佐
々
布
貞
之
允
に

変
わ
り
、
豊
後
佐
伯
藩
士
・

水
筑(

み
ず

き)

竜
が
下
総
知
県
事
と
な
り
、
翌
年
の
明

治
二
年(

一
八
六
九
年)

一
月
一
三
日
に
、

知
県
事
の
管
轄
地
域
が
葛
飾
県
と
さ
れ
、

水
筑
竜
が
初
代
葛
飾
知
県
事
と
な
り
ま
し

た
。
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ず
れ
も
、
森
の
図
書
館
の
郷
土

コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
が
で
き
る
資
料
で

す
。
流
山
に
つ
い
て
詳
し
く
お
調
べ

に
な
る
と
き
は
、
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

県庁跡地の碑
流山市立中央図書館・
博物館敷地内

当
初
、
下
総
知
県
事
役
所
は
旧
幕
府
の

郡
代
屋
敷
で
あ
っ
た
薬
研
堀
（
現
東
京
都

中
央
区
馬
喰
町
）
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
葛
飾
県
が
設
置
さ
れ
た
明
治
二
年

に
葛
飾
県
庁
も
薬
研
堀
役
所
か
ら
流
山
市

加
に
あ
る
田
中
藩
本
多
屋
敷
へ
移
っ
た
そ

う
で
す
。

東
葛
県
は
そ
の
後
、
明
治
四
年(

一
八
七

一
年)

葛
飾
県
を
土
台
に
印
旛
県
が
設
置
れ
、

の
ち
明
治
六
年(
一
八
七
三
年)

に
統
一
さ

れ
て
現
在
の
千
葉
県
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県
に
な
る
ま
で
の
約
四
年
間
、
東

葛
県
は
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。
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